
1 

２ ０２ １年度  特定非 営利 活動法人 浦和 スポー ツク ラブ通 常 総 会  議 事録  

 

 

１  日時   令和 ３年６月１ ２ 日 (土 ) １５時００分～１６ 時 ３０分  

 

２  場所   クラ ブハウス  

 

３  出席  

正会員   １３名  

出  席   １０名 （小野崎研 郎 、塩野潔、梶谷千 恵子、小川 貴 、  

清水恵二、遠山茂 、金木貴子 、 内村久子、  

木村曜子、山本隆 宜）  

委任状    ２名 （片倉藍、 舟 山勝明）  

正会員以外  １名 （小野崎さ お り）  

 

４  挨拶  

  塩野会長より 挨拶をいた だ いた。  

小野崎研郎理事長 より挨拶を い ただ いた。  

   

５  議長選出  

定款第２８条によ り、出席し た 正会員の中から議 長を選出し 、 小野

崎研郎理事長が選 出された。  

 

６  議事録署名人 選出  

  定款第３２条 ２項に基づ き 、出席者の中から 梶谷千恵子 氏 、金木貴

子氏の２名を議事 録署名人と し て 選出した。  

 

７  議  事  

  第一号議案  ２０２０年 度 事業報告  

  第二号議案  ２０２０年 度 決算報告及び監査 報告  

  第三号議案  ２０２１年 度 事業計画 (案 ) 

  第四号議案  ２０２１年 度 予算案 (案 ) 

  第五号議案  役員の選任 と 運営体制について  

  

８  議事の経過概 要及び議決 結 果  

議事の開始に先立 ち、定足数 の 確認を行った。  

正会員数１３名の うち、過半 数 以上となる １２名 の参加 (出席１ ０

名、委任状出席２ 名 )を得ている ことから、総会が 成立するこ と を確

認した。  
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第一号議案  ２０ ２０年度事 業 報告  

資料に基づき、小 野崎理事長 よ り 2020 年度の概要報告がなされ た。  

総論として 2020 年度の特徴的な できごと を小野崎 理事長より 報 告がなさ

れた。  

・総括表に基づき 、クラブ事 業 ならびに関連事業 への参加等 に つい

て、月を追って説 明がなされ た 。昨年度は４月か ら６月まで プ ログ

ラムが止まってい た。７月か ら 再開したが、１月 から再び緊 急 事態

宣言のためプログ ラムが止ま っ てしまった。また 、それに伴 い 関連

事業も中止が相次 いだ。  

・会員数について 、このとこ ろ 少し増えてきてい る。子供の 会 員が戻

り始めていて喜ば しいことで あ る。 こんなに落ち 込んでしま っ たの

は初めてで 2005 年を下回った。 大人のプログラム より子ども の プロ

グラムの減少が大 きい。  

・事業計画と成果 について、 イ ベント系がほとん どできなか っ たの

で、 PR がほとんどできな かった 。１月からコロナ で浦和高校 が 使え

なかったが、コロ ナが明けて も 耐震の関係で３月 から体育館 が 使え

なくなってしまい 、星空スポ ー ツ広場ができなく なってしま っ たの

が大きい。また、 駒場体育館 が 新装オープンした が緊急事態 宣 言に

より利用制限があ ったことも 大 きい。  

・うれしいニュー スとしてキ ッ ズテニスに参加し ていた園部 さ んが大

きな大会で優勝し たことで、 先 週本人と家族で駒 場キッズテ ニ スに

あいさつに来てく れた。  

 

【緊急課題対応】  

１  存続のための 資金確保  

・予算ではコロナ対 策の関連助 成 金として 200 万を見込んでい ま した

が、様々な助成金 の申請に努 め 、 810 万円を受けることができ ま し

た。  

２  会員確保のた めの活動  

・コロナの収束が 見えない中 で 新規の大々的な募 集活動が難 し い状況

でした。  

３  コロナ等にも 負けない運 営 の仕組みづくり で  スタジオのリモー ト参

加が可能となり、 新しい幅が 広 がってきた 。それ に伴い事務 局 の負

担が大きくなって いる。  

〇プロジェクトに ついて  

・中学生のスポー ツ環境向上 プ ロジェクトは、 11 月 12 月で止 ま って

しまった。  

・意見交換やアン ケート調査 が 中心となった。  

・本太中チャレン ジクラブを 通 して、バドミント ン大人のコ ー スがで

きる可能性が出て きた。  

・女子サッカー支 援プロジェ ク トでは、 SC-STERN との連携ができた。  
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第二号議案  ２０ ２０年度決 算 報告及び監査報告  

 資料に基づき、 小野崎理事 長 より報告がなされ た 。  

 

・収入総額は 約 2,672 万円となりました。予算で は約 2,070 万円を見

込んでいましたの で 600 万ほど 多くなりました。 昨年度より 約 8 00

万円の減収です。  

・会費等の収入は 約 1,721 万円となり、予算 の 1,877 万円を 156 万円

下回りました。会 費収入だけ を みると 3,100 万円⇒ 1,721 万円とほぼ

半減しています。  

・スポーツ庁事業 は約 130 万円 でした。  

・支出は、 2,953 万円で、予算の 2,600 万円よりも約 350 万円多くなり

ましたが、これは 予算立案時 に は見込んでいなか った部活動 支 援の

スポーツ庁事 業 130 万やコロナ 対策のリモート機 材や感染症 防 止機

材等の購入補助金 分がほとん ど です。これら は 8～ 10 割が補助 とな

っているため、収 支には大き な 影響は与えていま せん。その 他 の支

出項目が予定より も膨らんだ も のではありません 。  

・スタッフや指導 者の皆さん の 急激な収入減を防 ぐために、 休 業手当

をお支払いしまし た。  

・以上の結果、単 年度の経常 収 支で約 255 万円の赤字となり ま した。

予算では 540 万の赤字として い たので、マイナス 幅は大幅に 縮 小さ

れました。  

・説明後、監査報 告が書面に よ りなされた。  

 

以上の提案・説明 後、第三号 議 案・第四号議案に ついて、出 席 者全員

の賛成により承認 を得た。  

 

第三号議案  ２０ ２１年度事 業 計画  

資料に基づき、小 野崎理事長 よ り年間事業計画に ついて提案 ・ 説明が

なされた。  

 ・今年は予定表 に記載する イ ベント事業予定が 少な い。  

・例年よりも３割 以上会員数 が 減少したままです 。  

・活動はかろうじ て続けられ て いますが、新規会 員確保がう ま く進ん

でいません。  

・クラブの存続に むけて、以 下 のことに取組みま す。  

 

①  会員確保のための 活動  

・  指導者・現会員の 皆さんと危 機 感を共有します。  

・全てのプログラム において会 員 を増やすために広 報活動と体 験 会等

の開催に、これま で以上に取 組 みます。  

・  ＰＲチラシの配布  
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②  存続のための資金 確保と支出 削 減  

・助成金の確保    

・中小法人・個人事 業者のため の 一時支援金（上 限 60 万円）に申 請し

ました。  

・支出の削減  

・  プログラムの実施 回数を予定 以 上行わないように 徹底します 。  

・今年度も状況が 改善しない ま までは、来年度に はクラブの 財 政が破

綻する可能性が高 まっている 。 本年９月末の時点 で改善傾向 が 見ら

れない場合には、 以下のこと に ついて検討を開始 し、確保す る こと

を検討、実施して いきます。    

1）  指導謝金等の一部 カット  

2）  期間限定の会費の 値上げ  

3）  寄付・クラウドフ ァンディン グ 等  

 

③  コロナ等に負けな い仕組みづ く り  

・クラブハウスの確 保：学校等 の 敷地の活用などに より協働の 役 割分

担を求めていきま す  

・多年代の連続性の 確保：子ど も から大人までプロ グラムの連 続 性を

確保し、生涯スポ ーツの場と し てクラブで続ける 人を増やし ま す。  

・クラブハウスの徹 底活用：会 員 の参加、クラブの プログラム の 空き

時間をつかった収 入の確保。  

・見沼グラウンド 勉強会が秋 か ら始まる。  

  

④  ３０周年事業  

・記念誌の作成を 行う。  

・記念式典の開催 の可否を検 討 する。  

 

〇クラブ全体とし て  

・基本的な考え方 は、 自主自 律 で会費をベースと して会員の 中 で物事

を決めていくこと は創立当初 か ら大切にされてい ることなの で 従来

通り踏襲していく 。  

・持続継続という 点では、運 動 は定期的に行うこ とが大切な の で、毎

週、毎月、毎年継 続していけ る ようにする。  

・クラブは互助組 織なので、 地 域が良くなること でクラブが 良 くなる

というふうに考え る。  

・目指すところは 、 子どもの ス ポーツ環境、大人 のスポーツ 環 境、シ

ニアのスポーツや 運動環境の 充 実を目指す。  

・取組として、ほ かにない受 け 皿 を用意し、使え る場所を増 や す活動

や地域とつながる 活動に取り 組 む。  
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〇プロジェクト  

・中学生のスポー ツ環境向上 プ ロジェクト  

・子どものスポー ツについて 考 える機会づくり  

・パラ種目体験・ 交流事業  

〇通常事業  

・クラブメンバー シップを育 む  

・広報・ PR に力を入れる  

・市内の地域スポ ーツクラブ と 連携した事業の推 進  

・駒場体育館指定 管理事業の 充 実  

・スポーツ用品リ ユースプロ ジ ェクトに実践  

・プログラムにつ いての充実 を 図る  

 

以上のことについ て提案・説 明 が行われた。  

 

第四号議案  ２０ ２１年度予 算 (案 ) 

 資料に基づき、 小野崎理事 長 より 予算案の提案 があった。  

 

・昨年度の決算と 比較すると 減 少しているように 見えるが、 昨 年度は

助成金等が多くあ ったためで 、 実質的には減少し ていない。  

・支出は減少して いるが、活 動 をそれほど縮小す ることはな い ので、

ほかの面で節約を するように 心 がける。  

・収入の会員数 は 5 月時点の も ので見込んでいる ので、会員 数 が回復

してくれば収入が 増えてくる 。 現在の時点でのミ ニマムの 予 算 案で

ある。  

 

以上の提案・説明 後、第三号 議 案・第四号議案に ついて、出 席 者全員の

賛成により承認を 得た。  

 

第五号議案  役員 の選任と運 営 体制 について  

資料に基づき、小 野崎理事長 か ら提案・説明 があ った。  

  

新理事、役員は以 下のとおり と なり、第 五号議案 について、 出 席者賛

成により承認を得 た。 なお、 被 選任者は再任を承 諾した。  

 

             （旧）    （新） 

     小野崎研郎  理事長  →  再任 

    塩野  潔  副理事長 →  会長へ 

     梶谷千恵子  副理事長 →  再任 

     小川  貴  副理事長 →  再任 

    木村 曜子  理事   →  再任 

     清水 恵二  理事   →  再任 



6 

     金木 貴子  理事   →  再任 

     遠山  茂  理事   →  再任 

    内村 久子  理事   →  再任 

    舟山 勝明  理事   →  再任 

    片倉  藍  理事   →  再任 

     三戸 一嘉  監事   →  再任 

     柴崎 栄一  監事   →  再任 

 

 

 

■新たな運営メン バーの参画  

・ 30 周年事業や、 10 月 23 日の駒 場フェスタ（仮） 等の準備に む け

て、会員から有志 を募り、ク ラ ブの運営へのコミ ットを高め て いき

ます。  

・  徐々に、新たな運 営メンバー を 増やしていきます 。  

  駒場フェスタ実 行委員会  

  30 周年事業準備会議  

  テニス交流会   等  

 

 

 

以上をもって、全 ての議事を 終 了し散会した。  

 

 

 

 

 

 

以上、この議事録が正確であるこ とを証します。  

 

令和３年６月１４ 日  

 

議     長                 印  

 

 

議事録署名人                 印  

 

 

議事録署名人                 印  


